
１９７０年川崎生まれ。小学生の頃からプラネタリウムの自作に取り組み、
大学3年時に、個人製作は不可能と言われていたレンズ投影式プラネタリウム
「アストロライナー」の開発に成功。１９９８年に従来の１００倍以上にあたる１５０
万個（完成形は１７０万個）の星を映し出す「MEGASTAR(メガスター)」を発表。
２０１２年には全く新しい投影方式である「MEGASTAR-FUSION」を開発。
２０１９年には史上最大のプラネタリウム
投影機「GIGANIUM（ギガ二ウム）で直径
２００mを超えるドーム球場天井全体への
星の投影に成功。文部科学大臣表彰科学
技術賞、IPSテクノロジー＆イノベーション
アワード２０１８等受賞。
信条は、「人間は可能は証明できるが
不可能は証明できない」。

川崎市多摩区枡形７-１-２

電話 ０４４-９２２-４７３１
FAX ０４４-９３４-８６５９

■日 時
令和２年２月２９日(土)
１７時～１８時３０分

■会 場
かわさき宙と緑の科学館

プラネタリウム

■対 象
どなたでも

■定 員
２００名

■料 金
プラネタリウム観覧料と同じ
(年間パスポートはご利用いただけません)

■受 付
当日９時３０分から科学館受付
にて観覧券を販売します

■講 演 者
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